
１ 教育目標 

（１） 本校の教育目標 

知・徳・体の調和のとれた、未来を拓くたくましい小信っ子を育成する。 

 【めざす児童像】 

  ○たくましい子 

 

 

 

  ○心豊かな子 

 

 

 

  ○学ぶ子 

 

 

 

（２）経営方針 

    「めざす児童像」の実現のため、「チーム、ファミリー、小信っ子」の合言葉のもと、児童・全職員・保

護者・地域が互いに協力し合い、連携を図りながら、温かい思いやりのある学校づくりを推進する。   

     ア 確かな学力を育成する。 

イ 自尊感情にあふれ、自他の命を大切にし、他を思いやる豊かな心を育成する。 

ウ 豊かな体験活動を展開する。 

エ 学年や学級の枠を超えた教育活動を推進する。 

オ 信頼される学校づくりを推進する。 

カ 多忙化解消の観点からも業務を見直し、改善に努める。 

（３）本年度の重点努力目標 

ア 確かな学力を育成する。 

   ・主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業力の向上を図る。 

   ・タブレットパソコン・電子黒板を活用して、より分かる・よりできる授業を推進する。 

    ・家庭と連携しながら家庭学習を充実させ、学力の定着を図る。 

   ・尾西第三中学校との連携による「授業での１０の約束」の徹底を図る。 

 イ 自尊感情にあふれ、自他の命を大切にし、他を思いやる豊かな心を育成する。 

・ピアサポート活動などを取り入れ、互いに認め合える温かい人間関係づくりの推進を図る。 

・道徳科の授業の充実や教育活動全般を通した道徳指導による自尊感情の育成を図る。   

ウ 豊かな体験活動を展開する。 

   ・発達段階に応じた「キャリア教育」や「プログラミング教育」を推進する。 

   ・ＳＤＧｓ(持続可能な開発目標)と関連付けた様々な実践を各行事に取り入れる。 

エ 学年や学級の枠を超えた教育活動を推進する。    

   ・異学年交流「なかよし活動」や地域行事への参加により、絆づくりを推進する。 

   ・「あいさつ運動」を核とした「コミュニティ・スクール」を推進する。 

オ 信頼される学校づくりを推進する。 

  ・学校評価を定期的に実施し、保護者や地域の意見を教育活動に生かす。 

  ・学校Ｗｅｂサイト、学校だより「かけ橋」（校区内全戸配付）により保護者や地域に情報発信する。 

カ 多忙化解消の観点からも業務を見直し、改善に努める。 

  ・働き方改革を進め、多忙化解消の観点から学校業務の見直しを図り、改善に努める。 

体を鍛え、       □こころやからだをきたえる子 

命を大切にする子    □なかよく安全に登下校する子 

            □交通ルールや出かけるときの約束を守る子            

マナー・ルールを守り、 □あいさつやそうじをしっかりとやる子 

おもいやりのある子   □人のいやがることをしない子 

            □なかよくなれる言葉が使える子 

意欲が高く、      □先生の話をきちんと聞く子 

きちんと勉強する子   □家で、毎日３０分以上勉強する子 

□本をよく読む子 

            


